
　

神
奈
中
バ
ス
（
大
船
〜
金
沢
八
景
）
「
長
倉
町
」
で
降
り
る

と
環
状
４
号
線
の
東
側
に
こ
の
絵
の
長
倉
町
入
口
の
橋
と
あ
ず

ま
や
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歩
道
に
沿
っ
て
上
流
が
い
た
ち
川
の

源
流
域
の
一
つ
長
倉
町
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
で
す
。
こ
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
を
管
理
す
る
水
辺
愛
護
会
に
は
長
倉
町
自
治
会
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
、
快
適
な
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
に
す
る
た
め
清
掃
や
除

草
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
川
で
遊
び
親
し
め
る
よ
う

に
子
ど
も
の
環
境
学
習
イ
ベ
ン
ト
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

長
倉
町
は
栄
区
の
東
南
端
に
位
置
し
、
長
倉
山
の
ふ
も
と
を

切
り
崩
し
造
成
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま

し
た
。
長
倉
山
は
昔
の
相
模
の
国
こ
こ
栄
区
に
あ
る
山
で
、
朝

比
奈
は
も
と
も
と
武
蔵
の
国
で
金
沢
区
に
あ
る
地
名
な
の
で
す

が
、
当
時
の
開
発
業
者
が
「
朝
比
奈
台
住
宅
地
」
と
名
付
け
て

分
譲
し
た
こ
と
か
ら
、
い
た
ち
川
に
か
か
る
橋
が
「
朝
比
奈
下

橋
（
あ
さ
ひ
な
し
た
は
し
）
」
や
「
朝
比
奈
台
橋
（
あ
さ
ひ
な

だ
い
は
し
）
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

旧
戸
塚
区
か
ら
の
分
割
で
栄
区
が
で
き
た
頃
に
住
居
表
示
の

変
更
が
行
な
わ
れ
、
由
緒
あ
る
「
長
倉
」
の
町
名
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
地
域
に
伝
わ
る
『
長
倉
の
池
も
の
が
た
り
』
は
小
学

生
に
よ
る
絵
の
サ
イ
ン
板
が
作
成
さ
れ
長
倉
町
小
川
ア
メ
ニ

テ
ィ
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
け
れ
ど
池
は
現
在
も
山

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

桜
／
新
緑
／
ホ
タ
ル
／
紅
葉
な
ど
四
季
お
り
お
り
楽
し
め
ま

す
。
横
浜
自
然
観
察
の
森
へ
、
ま
た
鎌
倉
ま
で
の
天
園
ハ
イ
キ

ン
グ
へ
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
長
倉
町
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
愛
護
会 

事
務
局　

佐
藤
信
夫
）

通刊 5 6 号

切
り
取
り
線

この部分を

切 り 取 っ て

ファイルにす

ると便利です

長
倉
町
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ

’11  冬 号

　
　本郷台のまちについて、知っていることを子ども
たちが話し合っているときに、「いたち川に行って
みたい！」という声がたくさんあがりました。いた
ち川は学区にありながら、意外にもこれまで川に下
りて遊んだ経験をもつ子は少なく、「いたち川に
は、どんな生き物がいるのかな？」「遊びに行って
みたいな。」と興味津々でした。
　さっそく、いたち川に探検に行くと、そこにはい
たち川 OTASUKE 隊の方々が活動されていて、「あ
の魚はなんだろう？」「あの鳥は？」という子ども
たちの疑問に、親切に答えてくださいました。さら
に、川遊びをしようということになり、みんな大喜
びでした。

「いたち川でぼくはタニシの貝殻を見つけました。
アメンボもみつけました。でもアメンボは泳ぐのが
速くてつかまえられませんでした。」
「いたち川でモズクガニをみつけました。アカミミ
ガメも見ました。ぼくはカメを飼ってるから簡単に
つかめました。楽しかったです。」
「ぼくは、いたち川で、でかいエビを見つけまし
た。でもすぐ逃げてしまいました。いたち川はこん
なにすごい生き物がいたんだなあ。」
「いたち川で楽しかったことは、メダカを１０匹、
金魚（注１) を１０匹つかまえたことです。でもメダ
カが一匹逃げてわたしの足をつんつんつっつくので
くすぐったかったです！めだかっておもしろいな
あ。」 （注 1）ヒメダカ　　

　川遊びで見つけた生き物は持ち出さないことを学
んだ子どもたちは、特別に、和久井さんと土木事務

所の方より、黒メダカを分けていただきました。子
どもたちがいたち川の環境を意識して、メダカの住
処を工夫して作り、大切に育てています。
「黒メダカをいっぱい育てて絶滅危惧種じゃなくし
て、みんなの人気者にしたい。」
「えさを少しずつあげて水もカルキ抜きをちゃんと
したら、タニシ ( 注 2) の卵がありました。産まれる
のが楽しみです。メダカはとんとんするとわたしの
ほうに来ます。これからも育てるのをがんばりま
す。メダカかわいいです！」
「黒ちゃんとメダくんがなかよしなことをしていま
した。なぜかというと、黒ちゃんが動くとメダくん
がついてくるからです。でも一番かわいいのは、黒
ちゃんがパンくずをもぐもぐ食べているところで
す。」   ( 注 2) カワニナ

　子どもたちは川遊びや黒メダカを育てることを通
して、自然の大切さを学んでいます。今は、そこか
ら発展して本郷台の自然たんけんを行っています。
お世話になりました OTASUKE 隊のみなさん、土
木事務所のみなさん、区役所のみなさん、どうもあ
りがとうございました！

発行：　　ＯＴＡＳＵＫＥ隊　（いたちがわおたすけたい）
ＯＴＡＳＵＫＥ隊事務局：栄区役所区政推進課企画調整係　〒247 - 0005　横浜市栄区桂町303 -19　

   〒247 -  0007　横浜市栄区小菅ケ谷 1- 6 -1　
TEL 045 - 894 - 8161     FAX  045 - 895 -2260   

　TEL 045 - 895 - 14 11    FAX  045 - 895 -1421
（お便り・お問い合わせは こちらまで）

 発 行 年 月

栄土木事務所下水道・公園係
201２年1月 

  

通刊56号

　　わく
わく☆いたち川たん

けんたい

横浜市立本郷台小学校２年１組

☆　自然は大切！

☆　黒メダカを育てよう！

☆　楽しかった川遊び！

☆　生活科　本郷台のまちをたんけんしよう

鼬川・㹨川 /川原番・瓦版

【版画　宗森英夫】 【長倉町小川アメニティ】



　
お
正
月
に
は
、
ど
こ
の
お
宅
で
も
松
飾
や
床
飾
り
を
行
う
植
物
と
し

て
、
松
・
竹
・
梅
を
基
本
と
し
て
飾
り
ま
す
。
「
歳
寒
の
三
友
」
と
呼
ば

れ
寒
さ
に
強
い
植
物
と
し
て
昔
か
ら
飾
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
植
物
の

引
き
立
て
役
と
し
て
真
冬
に
真
赤
な
実
の
付
く
植
物
と
し
て
万
両
・
千
両

を
添
え
て
飾
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
百
両
・
十
両
・
一
両
の
植
物
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
百
両
は
「
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
」
の
こ
と
で
千
両
の
実
を
一
回
り
大
き
く
し

た
感
じ
で
大
変
華
や
か
な
植
物
で
す
。
こ
の
近
く
で
は
箱
根
の
乙
女
峠
の

稜
線
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
十
両
は
「
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
」
の
こ
と
で
正
月
の
初
詣
な
ど
で
夜
店
で
寄
せ

植
え
で
売
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
近
隣
の
森
で
も
日
陰
な
ど
で

普
通
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
両
は
「
ア
リ
ド
ウ
シ
」
の
こ
と
で
関
東
よ
り
以
西
に
多
く
関
西
で
は

床
飾
り
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
五
〇
㎝
前
後
の
常
緑
小
低
木
で
、

小
枝
に
一
か
ら
二
㎝
の
鋭
い
と
げ
が
あ
り
果
実
は
赤
く
熟
し
、
翌
年
の
花

の
時
期
ま
で
つ
い
て
い
る
。　
　
　
水
・
人
・
子
（
ミ
ジ
ン
コ
）

　

●　
お
こ
と
わ
り　
●

　
前
号
の
「
い
た
ち
川
と
災
害
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
読
者
の
方
か
ら
、

い
た
ち
川
で
は
洪
水
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
表
現
は
「
少
々
楽
観
的
で
は

な
い
か
」
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
事
の
内
容
は
、
「
河
川
の
容
量
と
調
整
地
の
関
係
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
意
味
で
書
い
た
も
の
で
、
実
際
に
は
災
害
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
天
災
で
は
我
々
が
考
え
つ
か
な
い
事
が

起
こ
り
ま
す
。
横
浜
市
で
は
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
皆
さ
ん
が
速
や

か
に
避
難
で
き
る
よ
う
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
ま
さ
か

の
時
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
皆
様
か
ら
の
御
意
見
、
御
指
導
を
も
と
に
、
よ
り
良
い
「
い

た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
御
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
晩
秋
か
ら
冬
に
な
る
と
空
気
が
澄
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
も
や
っ

て
い
た
丹
沢
山
地
の
稜
線
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
雄
大
な

富
士
山
の
存
在
感
が
一
段
と
増
し
ま
す
。

　
栄
区
は
分
水
嶺
の
西
側
に
開
け
て
い
る
こ
と
か
ら
富
士
・
箱
根
山
地
・

丹
沢
山
地
が
望
め
る
良
い
位
置
に
あ
り
、
円
海
山
山
地
の
遊
歩
道
の
至
る

所
か
ら
望
む
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
実
際
に
は
目
の
前
の
樹
木
が
邪
魔
し

て
い
る
た
め
展
望
の
よ
い
場
所
は
数
カ
所
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
栄
区

の
な
か
で
展
望
に
適
し
た
場
所
と
し
て
、
特
に
お
す
す
め
の
場
所
を
選
ぶ

と
す
れ
ば
、
円
海
山
遊
歩
道
の
入
口
に
当
た
る
円
海
山
無
線
中
継
所
前
、

み
ど
り
が
丘
住
宅
団
地
の
裏
山
の
遊
歩
道
、
上
郷
市
民
の
森
の
展
望
台
で

す
。

　
円
海
山
無
線
中
継
所
か
ら
は
西
に
富
士
箱
根
・
丹
沢
山
地
の
山
脈
、
東

に
横
浜
の
中
心
市
街
地
の
高
層
ビ
ル
が
一
望
で
き
る
絶
好
の
場
所
で
す
。

　
み
ど
り
ヶ
丘
住
宅
裏
山
か
ら
の
展
望
は
丹
沢
山
地
の
東
側
か
ら
奥
多
摩

方
角
の
展
望
が
特
が
良
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。　

　
上
郷
市
民
の
森
の
頂
上
広
場
か
ら
の
展
望
の
特
色
は
、
前
述
の
二
カ
所

か
ら
富
士
山
を
望
む
場
合
、
横
須
賀
か
ら
の
送
電
線
・
鉄
塔
が
視
界
を
邪

魔
す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
が
、
上
郷
市
民
の
森
の
展
望
台
で
は
前

面
に
遮
る
も
の
が
な
く
カ
メ
ラ
マ
ン
に
と
っ
て
は
人
気
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
頂
上
の
剣
が
峰
と
展
望
広
場
の
位
置

が
同
緯
度
上
に
あ
る
と
い
う
特
色
も
あ
り
ま
す
。

　
日
没
を
上
郷
市
民
の
森
か
ら
見
る
と
、
現
在
太
陽
は
箱
根
の
南
の
方
に

沈
ん
で
い
ま
す
が
、
お
彼
岸
の
頃
に
は
富
士
山
の
頂
上
に
達
し
ま
す
。

　
次
号
で
は
富
士
山
展
望
の
パ
ノ
ラ
マ
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
中
心
に

取
り
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
渓
）

　

http://hom
epage3.nifty.com

/m
orinokai/　

参
照

万
両
・
千
両
・
百
両
・
十
両
・
一
両

富
士
山
展
望
（
そ
の
１
）

　

　三浦半島北部の鉱泉（地下水を利用した沸かし風呂）では入
浴に使ったタオルが赤く染まり鉄分の多さを物語っています。
　この現象はいたち川の流域でも各所に見られます。鉄分を含
んだ金気の多い源流をあげると次の箇所で見られます。
　①	 翆風荘下のいたち川源流は赤く淀んでいます。
　②	 矢沢堀の水車付近は川底の石や水車が赤く染まってい
ます。
　③	 昇龍橋下の湧水口は石が赤く染まっています。
　④	 第百ゴルフ練習場から流出し紅葉橋下に流入する水路
は赤く染まっています。
　⑤	 荒井沢の流水の中には砂鉄がみられます。
【栄区の製鉄】
栄区内で昔、砂鉄、石灰岩、石炭（亜炭）が豊富に採れた記録
があり、鎌倉時代以後は幕府が近くに開かれたことにより武器
の製造が発達したと思われます。
　現在でもいたち川源流部の水は褐色で鉄分が多く含まれてい
ます。石灰岩は昭和３０年代まで採掘されていた記録があり、
地名などに白山、城山等から石灰の山が存在したことがうかが
えます。砂鉄を利用した⑥古代製鉄遺跡（たたら遺跡）を次の
ような箇所で見ることができます。
　神奈中バス本郷車庫から県立栄高校へ登る坂道（舞岡上郷
線）の途中の山の周辺には初期の製鉄遺跡（たたら遺跡）が群
存することは遺物（鉄滓）の出土と炉の発掘などによって知ら
れています。　

	【	白山神社】
　⑨鍛冶ケ谷町で鍛冶が行われたことの手掛かりとして推定で
きることは、⑦白山神社（大和時代建立）の存在です。この社
は現在、庄土住宅の山頂にありますが、最初は山麓の白山橋
の上流部分の昇龍橋を渡った所に鳥居の跡等が残っています	
（鎌倉時代移築）。その以前は鍛冶ケ谷口にあったと言われて
います。
　製鉄に従事した人たちが信仰したといわれる白山神社はこの
地域には数カ所あり、「本郷のお寺とお宮」（本郷郷土史研究
会）は次のように述べています。
「全国の白山神社の多くは移動遷座をしており、それは鉱山や
鍛冶職を営む人の白山信仰が根強いからで、その人々の移動に
ついて白山神社もまた移動したとみられ・・・・」「本郷の白
山神社が鍛冶ケ谷口に鎮座した平安末期は、本郷を支配した山
内首藤氏が同時に支配していた陸奥国舞草（もうぐさ）から鍛
冶工を本郷に移住させて鍛冶ケ谷を構成させた時期にあたると
言う説があります」
　公田町にある洗井沢川せせらぎ緑道の途中にある「⑧アラハ
バキの祠」は当時の東北地方の地神様を陸奥国舞草（もうぐ
さ）の鍛冶工が信仰のために遷座したものと思われます。
【鎌倉武士の武具】
　鎌倉市の由比ヶ浜〜七里ケ浜の海岸の砂浜は砂鉄を多く含
み、相州鍛冶と称する職人が相州正宗などを造り出しました。
　栄区の鍛冶ヶ谷町も、定説はないが、鍛冶ケ谷という地名は
鍛冶という職業と何らかの関係があると考えられます。
　　　　　　　　　　　　　　（いもり）、（ミジンコ）　

金気が多いいたち川源流

天神橋
いたちかわ 瀬上沢

（たたらの遺跡）

紅葉橋

文

横浜栄高校

山手学院
文

昇龍橋

翠風荘

第百ゴルフ練習場

上郷市民の森洗
井
沢

　

荒井沢市民の森

矢沢堀の水車

アラハバキ

たたら遺跡
　たたら製鉄：木炭と砂鉄を混ぜたものに火をつけ
　足踏みふいご（鞴）で風を送り高熱にし、溶け出た
　鉄を取り出す最も原始的な製鉄法。

★ 

栄
区
役
所

白山神社

①

②

③

④

⑤

⑧

⑨ 鍛冶ヶ谷

⑥

⑦
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